
 

１
３
時
半 

開
場 

      

・開
演
１
０
分
前 

第
１
部
ス
タ
ン
バ
イ 

★
ス
テ
ー
ジ
白 

●
開
演
５
分
前  

「  

１
ベ
ル
」

 

 

 

●
（
緞
帳
下
げ
状
態
） 

・影
ア
ナ 

    

①
ホ
ル
ン「
年
下
の
男
の
子
」（上
手
） 

②
サ
ッ
ク
ス
「
フ
レ
ン
ド
ラ
イ
ク
ミ
ー
」(

下
手) 

③
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
「
ド
ラ
ク
エ 

冒
険
の
旅
」
（
上
手
） 

               

・
影
ア
ナ
終
わ
り
で
チ
ュ
ー 

ニ
ン
グ 

 

  
―
 

影
ア
ナ 
―

 

「
本
日
は
、
益
田
市
民
吹
奏
楽
団 

第
３
４
回
定
期
演
奏
会
に
ご
来
場
頂
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」 

「
開
演
ま
で
の
間
、
ス
テ
ー
ジ
に
お
き
ま
し
て
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
演
奏
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
」（
数
分
後
も
う
一
度
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
） 

   

「
本
日
は
、
益
田
市
民
吹
奏
楽
団 

第
３
４
回
、
定
期
演
奏
会
に 

ご
来
場
頂
き
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」 

「
開
演
５
分
前
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
エ
に
お
い
で
の
お
客
様
は
、
お
席
に
お
着
き

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
」 

「
開
演
に
先
立
ち
ま
し
て
、
お
客
様
に
お
願
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
」 

「
会
場
内
で
の
飲
食
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
携
帯
電
話
な
ど
は
、
マ
ナ
ー
モ

ー
ド
に
設
定
し
て
頂
く
か
、
電
源
を
お
切
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
本
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
お
席
を
一
席
ず

つ
空
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
場
内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
、
大

き
な
声
を
出
し
て
の
応
援
は
せ
ず
、
手
拍
子
や
拍
手
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
」 

「
そ
れ
で
は
、
間
も
な
く
開
演
い
た
し
ま
す
。
最
後
ま
で 

ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
」 

 



 

●
「
本
ベ
ル
」 

 
★
客
電
ダ
ウ
ン 

開
演 

 ① 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

「
ド
ル
フ
ィ
ン 
イ
ン 

ザ 

ス
カ
イ
」 

 

・
演
奏
終
了 

   

★
ス
テ
ー
ジ
や
や
ダ
ウ
ン 

・
Ｍ
Ｃ
は
影
ア
ナ 

         ② 

「
イ
ン
ビ
ク
タ
序
曲
」 

 

  

・
Ｍ
Ｃ
キ
ッ
カ
ケ
で
演
奏
ス
タ
ー
ト 

  

●
曲
始
ま
り
で
緞
帳
上
げ 

  

・
指
揮
者
合
図
で
団
員
起
立
。 

・
指
揮
者
、
台
か
ら
降
り
て
一
礼
。 

・
指
揮
者
合
図
で
団
員
着
席
。 

           

・
曲
紹
介 

 
「
只
今
よ
り
、
益
田
市
民
吹
奏
楽
団
第
３
４
回
定
期
演
奏
会
を
開
演
い
た
し
ま

す
。」 

    

 

    

―
 

Ｍ
Ｃ 

―
 

「
皆
様
、
本
日
は
、
益
田
市
民
吹
奏
楽
団
第
３
４
回
定
期
演
奏
会
に
お
越
し
頂

き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
曲
は
、
益
田

市
民
吹
奏
楽
団
の
テ
ー
マ
曲
「
ド
ル
フ
ィ
ン
・
イ
ン
ザ
・
ス
カ
イ
」
で
し
た
。

今
年
の
定
期
演
奏
会 

第
一
部
は
、
『
コ
ン
ク
ー
ル
で
流
れ
た
あ
の
名
曲
』
を

テ
ー
マ
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
『
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
』

の
出
場
権
を
得
る
た
め
に
、
夏
に
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
こ
の
グ
ラ

ン
ト
ワ
も
そ
の
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
し
た
曲
は
、
吹
奏

楽
部
員
に
と
っ
て
思
い
出
の
曲
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。」 

 

「
そ
れ
で
は
、
一
部
最
初
の
曲
「
イ
ン
ビ
ク
タ
序
曲
」
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

華
や
か
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
始
ま
る
こ
の
曲
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
自
由
曲
で
多

く
演
奏
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
部
の
指
揮
は
、
坂
根
敏
浩
で
お
送
り
い
た
し
ま

す
。」 

 



★
ス
テ
ー
ジ
明
る
く 

 

・
演
奏
ス
タ
ー
ト 

 

・
演
奏
終
了 

 

★
ス
テ
ー
ジ
や
や
ダ
ウ
ン 

 ③ 

「
大
行
進
曲
『
大
日
本
』

校
訂
版
」 

・
Ｍ
Ｃ
は
影
ア
ナ 

          

★
ス
テ
ー
ジ
明
る
く 

 

 

・
指
揮
者
、
台
に
上
が
る
。 

   

・
指
揮
者
、
台
か
ら
降
り
て
一
礼
。 

    

・
曲
紹
介 

    

         

「
次
の
曲
は
、
大
行
進
曲
『
大
日
本
』
の
校
訂
版
で
す
。
行
進
曲
と
い
う
名
の

通
り
、
軍
楽
や
儀
式
で
使
わ
れ
て
き
た
、
歴
史
の
古
い
音
楽
で
す
。
全
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
課
題
曲
と
し
て
数
多
く
の
行
進
曲
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
行
進
曲
は
運
動
会
、
体
育
祭
、
甲
子
園
な
ど
数
多
く
の
シ
ー
ン
で
耳
に

す
る
こ
と
が
多
く
、
吹
奏
楽
団
が
演
奏
す
る
シ
ー
ン
も
多
い
音
楽
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
本
日
は
第
一
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
を
、
八
十
年

の
時
を
経
て
お
送
り
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
」 

 



 

 

 

・
演
奏
ス
タ
ー
ト 

（
Ａ
Ｂ
の
み
繰
り
返
し
あ

り
。
他
は
繰
り
返
し
せ
ず
２

カ
ッ
コ
へ
。） 

・
演
奏
終
了 

 

★
ス
テ
ー
ジ
や
や
ダ
ウ
ン 

 ④ 

「
『
あ
ん
た
が
た
ど
こ

さ
』
の
主
題
に
よ
る
幻
想

曲
」 

・
Ｍ
Ｃ
は
影
ア
ナ 

 

 

・
指
揮
者
、
台
に
上
が
る
。 

     

・
指
揮
者
、
台
か
ら
降
り
て
一
礼
。 

     

・
曲
紹
介 

         

・
指
揮
者
、
台
に
上
が
る
。 

 

             

「
次
の
曲
は
、
２
０
１
９
年
度
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
『
あ
ん
た
が
た
ど

こ
さ
』
の
主
題
に
よ
る
幻
想
曲
で
す
。
こ
の
曲
は
、
童
謡
の
『
あ
ん
た
が
た
ど
こ

さ
』
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
吹
奏
楽
の
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
正
式
な
題
名
は
『
肥

後
手
ま
り
歌
』
と
い
う
そ
う
で
す
。
子
ど
も
の
頃
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
ボ
ー
ル
を

つ
い
た
思
い
出
の
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
客
様
の
中
に

は
、
実
際
に
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
童

謡
の
親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
な
ど
、
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
た
魅
力
あ
る
構

成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
」 



★
ス
テ
ー
ジ
明
る
く 

 

・
演
奏
ス
タ
ー
ト 

 

・
演
奏
終
了
。 

 

★
ス
テ
ー
ジ
や
や
ダ
ウ
ン 

 ⑤ 

「
春
の
猟
犬
」 

・
Ｍ
Ｃ
は
影
ア
ナ 

        

★
ス
テ
ー
ジ
明
る
く 

 

・
演
奏
ス
タ
ー
ト 

 

・
演
奏
終
了
。 

  

     

・
指
揮
者
、
台
か
ら
降
り
て
一
礼
。 

   
・
曲
紹
介 

         

「
一
部
最
後
の
曲
は
、
ア
メ
リ
カ
の
作
曲
家
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
リ
ー
ド
作
曲

の
『
春
の
猟
犬
』
で
す
。
こ
の
曲
の
人
気
は
高
く
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
も

多
く
の
団
体
に
よ
り
演
奏
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
生
涯
で
二
百
曲
以
上
の
吹
奏
楽

作
品
を
作
っ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
リ
ー
ド
で
す
が
、
こ
の
曲
は
彼
の
代
表
曲
と

い
え
る
楽
曲
で
し
ょ
う
。
全
体
的
に
明
る
く
、
春
の
訪
れ
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ

う
な
躍
動
感
の
あ
る
曲
で
す
。
猟
犬
が
雪
の
原
っ
ぱ
を
駆
け
回
る
明
る
く
元
気

な
様
子
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
ど
う
ぞ
お
聴
き
下
さ
い
。」 

 



    

・
第
１
部
終
了 

休
憩 

★
客
席
明
転 

            ―
 

休
憩 

―
 

・
舞
台
配
置
変
更 

 

●
２
部
開
演
５
分
前 

「 

１
ベ
ル
」 

  

・
指
揮
者
合
図
で
団
員
起
立
。
指
揮
者
一
礼
。 

・
指
揮
者
、
舞
台
袖
に
戻
る
。
（
戸
を
開
け
る
） 

（
団
員
は
立
っ
た
ま
ま
） 

●
緞
帳
下
げ
る
。 

・影
ア
ナ 

                     

・
影
ア
ナ
終
わ
り
で
チ
ュ
ー 

ニ
ン
グ 

 

    

「
以
上
で
、
第
１
部
を
終
了
い
た
し
ま
す
。」 

「
た
だ
い
ま
よ
り
、
１
５
分
間
の
休
憩
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」 

「
尚
、
お
手
持
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
記
入
い
た
だ
き
、
お
帰
り
の
際
に
は
受
付
横
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
お
客
様
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
消
毒
液
の
利
用
等
の
感
染
症
対
策
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
移
動
の
際
は
、
人
と
の
距
離
を
空
け
て
ご
移
動
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
化
粧
室
に
お
並
び
の
際
は
間
隔
を
空
け
て

お
並
び
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
感
染
予
防
の
た
め
、
ご

自
身
の
お
座
席
以
外
へ
の
移
動
着
席
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
席
で
の

会
話
等
は
お
控
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
体
調
が
優
れ

な
い
お
客
様
は
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。
以
上
、
新
型
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」 

      

「
第
２
部
開
演
５
分
前
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
エ
に
お
い
で
の
お
客
様
は
、

お
席
に
お
戻
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」 

 


